
１．調査状況 

                                                                                   

                                          

                                          
２．調査結果 

①粉じん相対濃度 

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）により排気口の粉じん濃度を測定しました。 

調査日 調査地点 調査結果（単位 CPM） 

令和８年 ４月 ３０日【開始前】 負圧集じん・排気装置排気口 ０ 

 ５月 １～ ９日 負圧集じん・排気装置排気口 ０（上昇なし） 

 ５月１１～１６日 負圧集じん・排気装置排気口 ０（上昇なし） 

 ５月１８～２３日 負圧集じん・排気装置排気口 ０（上昇なし） 

 ５月２５～２７日 負圧集じん・排気装置排気口 ０（上昇なし） 
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※除去開始前と除去開始後の粉じん相対濃度（開始前と比較して上昇していない）の結果により、負圧集じん・排気装置の正常稼働を監視してい

ます。 

 

②大気調査 

除去作業中の大気中のダイオキシン類、水銀、ヒ素の測定を実施しました。全ての結果が環境基準値等の数値を満たしていました。 

 

・ダイオキシン類 

調 査 日 調査地点 調査結果 参 考 

令和８年 ５月 ８～１５日 調査地点① 0.083 pg-TEQ/m3 ダイオキシン類 

環境基準値： 

1 年平均値が 0.6pg-TEQ/m3 以下 

  調査地点② 0.018 pg-TEQ/m3 

  調査地点③ 0.013 pg-TEQ/m3 

  調査地点④ 0.016 pg-TEQ/m3 

・水銀 

調 査 日 調査地点 調査結果 参 考 

令和８年 ５月 ８～ ９日 調査地点① 1.9 ng/m3 水銀及びその化合物 

有害大気汚染物質指針値： 

1 年平均値が 40ng/m3 以下 

  調査地点② 2.4 ng/m3 

  調査地点③ 3.1 ng/m3 

  調査地点④ 2.2 ng/m3 

・ヒ素 

調 査 日 調査地点 調査結果 参 考 

令和８年 ５月 ８～ ９日 調査地点① 0.6 ng/m3 未満 ヒ素及びその化合物 

有害大気汚染物質指針値： 

1 年平均値が 6ng/m3 以下 

  調査地点② 0.6 ng/m3 未満 

  調査地点③ 0.6 ng/m3 未満 

  調査地点④ 0.6 ng/m3 未満 

 


